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1. まえがきまえがきまえがきまえがき

  鋼橋における建設コスト縮減要求に応えるため，橋梁構造および施工の合理化が進められ，少数主桁橋を

はじめとする合理化橋梁形式が多く採用されてきている．これに伴い，橋梁床版もまた床版支間の長支間化

へ対応する必要が生じ，さらに高耐荷力・耐久性が求められている．このような背景から，近年，多くの鋼・

コンクリート合成床版が開発され，これらの一部は実橋へ適用されている．

  Ｔ形リブを用いた鋼・コンクリート合成床版は，一般的な合成床版の特長に加え，床版片持版の張出長を

より長くできる構造とすべく，合成床版の上面側に比較的多くの補強鋼材を配置できるように考えたもので

ある．本稿は，Ｔ形リブを用いた合成床版の輪荷重走行試験および合成桁負曲げ載荷試験結果の概要を報告

するとともに，リブ構造のひびわれ特性に及ぼす影響について述べるものとする．

2. Ｔ形リブを用いた合成床版の構造Ｔ形リブを用いた合成床版の構造Ｔ形リブを用いた合成床版の構造Ｔ形リブを用いた合成床版の構造

  本合成床版は，主鉄筋方向の補剛リブにＴ形断面の形

鋼を用いており，リブのウエブに設けた孔をシアコネク

ションとして鋼板とコンクリートを一体化し，合成部材

となる（図－図－図－図－1）．設計上，このＴ形リブのフランジが主
鉄筋と同等の補強鋼材となり，鉄筋を多量に配置するこ

となく部材としての断面性能が向上する．したがって，

特に床版上面側に大きな引張応力が作用する，床版支間

長が長い場合あるいは片持版の張出長が長い場合に優位

性があると考えている．しかしながら，「鋼構造物設計

指針 PART B 合成構造物」によれば，補剛リブのコンク

リートに埋め込まれる高さは，コンクリートの割裂破壊

を防止するためにコンクリート厚の半分以下とするのが

よいとされる1)．Ｔ形リブ高さをコンクリート厚の半分程

度とすると，前述の構造上の特徴が有効とならないため，

試験による耐久性およびひびわれ状況から形鋼リブの

構造特性を検証することとした．

3. 輪荷重走行試験概要輪荷重走行試験概要輪荷重走行試験概要輪荷重走行試験概要

  輪荷重走行試験は，石川島播磨重工業㈱が所有する試験装置2)を使用して行った（図－図－図－図－2）．
究所での試験方法3)に準じ，初期載荷荷重157kNから走行回数4万回毎に荷重を20kN増加させる

増載荷を行った．試験結果は走行回数52万回，最大載荷荷重392kNで破壊に至らず，十分な疲労

した．床版コンクリートは図－図－図－図－3に示すひびわれ状況であり，主なひびわれは主鉄筋またはＴ形
発生している．また，ひびわれ幅は全て0.2mm以下であった．

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
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図－1  Ｔ形リブを用いた合成
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     図－2  輪荷重走行試験                   図－3  ひびわれ状況（走行回数52万回）

負曲げ載荷試験概要負曲げ載荷試験概要負曲げ載荷試験概要負曲げ載荷試験概要

は，合成床版を有する連続合成桁の中間支点部付近に着目した静的負曲げ載荷試験（写真－写真－写真－写真－1）であ
構造と発生ひびわれ間隔およびひびわれ幅等の特性との関係を把握する目的で実施された試験4)の一

．試験結果は供試体の上段鉄筋応力が許容応力度に相当する137N/mm2に達した荷重レベルにおいて，

われ間隔250mm，平均ひびわれ幅0.18mmであった．ひびわれ状況を図－図－図－図－4に示す．

－1  合成桁負曲げ載荷試験              図－4  ひびわれ状況（鉄筋応力度 137N/mm2）

ブを有する合成床版の載荷試験により，以下の知見が得られた．

重走行試験により，十分な疲労耐久性を確認した．

桁負曲げ載荷試験により，ひびわれ幅，ひびわれ間隔とも問題のないことを確認した．

ひびわれの発生は，Ｔ形リブのフランジ端を起点とする傾向が見られた．しかしながら，ひびわれ

重の増加に伴って主鉄筋位置にも分散しており，形鋼リブの形状および高さが，床版の性能に対し

に悪影響を及ぼしているとは考えられない．
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